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いわゆ・開発途上国（D・v・1・P・・gC…t・y）（・）の経醗展は，最近あ国際経済剛る重要
な課題の一つと左ってきている。この’問題は，第二次世界大戦後，経済学の新らしい問題領域として多く
の入々の関心をあつめ・今日まで多くの議論が行なわれ，多くの展開が試みられてきている。しかし，残
念なことには，その理論内容について様々な点で対立があり，一般的同意をみるには至つていない。この
理由どレては溌展という鵬自体が非常妹きさと灘さをも・ていることがあげられる．そして，か
りに問題領域を経済学に限定したとしても，論者の問題意識や接近方法や重点のむき方いかんによって，
かなリニュアンスの違づ結果がもたらされるのである。そこで，わたくしはあらかじめ次のことを明らか
にしておきたいと思う。すなわち，これまでの文献に夢いて，大別して三つの視点から開発途上国の経揖
発展がとらえられている。その第一は，主として先進国側の利害について検討しているもの。
第二は，開発途上国の自主的長期的発展に関するもの。第三は，国連専問経済学老を中心とするもの，で
ある。この論文は・そのうち第2の視点に立って，経済発展の一つの側面であるバランスト・グロース理
謝田の明確化を試みるものである。
　この理論が注目されるようになったのは，ヌルクセの「低開発諸国の資本形成に関する諸問題3」が出
版された1953年以後のことである。彼の提案のねらいは，関発上国に存在し続けている低開発均衝状
態を需要面からうち破り，資本形成を促進することであった．ところが，これに対してアンバランスト。
グロースの理論こそが開発途上の国々にとって有効な理論であるという主張がなされるようになった。こ
れは，ヌルクセを批判する多くの論者4・によっゼとbあげられてきている。その後，両理論の間に長期に
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わたって論争が続けられ，『 ｡日に至っている。この論争は，開発途上国の経済発展プロセスにおいて極め
て重大なものを含んでいるだけに，今後とも十分慎重に検討されるべきであろう。
　（1）開発途上国の定義については論者により必ずしも一致しているというわけではない。一般的にいえ
　　ば，これは北アメリカ・西ヨーロッパ。オーストラレーシァの標準にくらべて人口1人当り実質所得
　　および実質資本が低い水準にある国々または地域を漠然と指している。この意味に於いては，開発途
　　上国（あるいは発展途上国）＝低開発国（UnderdeveIoped　Country）＝後進国
　　（Backward　Country）であると解釈してさしつかえない。したがって，極端な場合，開発
　　途上国と呼ばれる国が実際に開発を続けていないケースも考えられる。後進国とは，1948年以前
　　の呼称であつた。1949年から1961年まで，外交上低開発国が使われ　1962年以後，開
　　発途上国という呼称が使われることが多い。詳細については次を参照されたい。
　。Gunnar　Myrda1　：Economic　Theory　and　Undevdeveloped　Regiolls，
　　1957　P．7～8．　〔邦訳〕小原敬士　「経済理論と低開発地域」P．6．～8．
　・坂本二郎著　「低開発国開発理論の系譜」P，4～15．，　P．29．
　。山岡喜久男他訳　「低開発国工業化の過程と諸問題」（国連報告書）P．　5．訳者注，
　（2）〃Balanced（脅rowth〃の訳語として，従来は「均衡成長」が使われた。しかし・均衝という
　　理論的厳密性を予想させる用語は避けるべきだという論者も存在する。その場合，「均整成長」また
　　は「均斉成長」とも呼ばれる。　麻田四郎　「均整成長と不均整成長」　小樽商科大学創立50周年
　　記念文集　1961　P．47．　’v　74
　（3）Ragnar　Nurkse　：Problems　of　Capital　Formation　in　Undardeve－
　　loped　Countries　1965　〔邦訳〕
　　土屋六郎　「後進諸国の資本形成」
　（4）H．Singer，M．FIeming，　P，　Streetea　J，　Sheahaq　A．Hirschmanなどがあげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　られるが，この論文では，特に，M・Flemimg，　J・Shpahan，　A．Hirschmanをとりあげる。
2．封鎖体系におけるバランスト・グロース理論
　パランスト。グロースという概念は，キンDレく一ガー1が指摘しているように，実際には様々な意味
で使われている。ここでは，その概念を明確化する手がかりとして，ヌルクセの問題提起からとりあげる
ことにする。
　ヌルクセ2によると，開発途上国では資本形成の需給両面に貧困の悪循環がみられる。これは，いま問
題にしている資本形成の需要面についていえぱ，低い実質所得水準→資本需要の不足→低い実質所得水準
という低開発均衡状態である。すなわち，開発途上国では，通常資本需要は大きいと考えられる。しかし，
その国内市場は狭艦であり，またその実質所得が最低生活水準に近く，需要が価格に対して非弾力的であ
るために，民間企業家が単独で資本設備を装置して生産を開始する経済的誘因は極めて小さい。これが，
資本装備の過少を継続させる原因となつているわけである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－457一
?
　したう：って，この悪循環を打破することによって資本形成を促進する方策が求められなければならない。
しかしそのような悪循環が支配している社会では，ある単一の生産活動に投資が行なわれたとしても，
その生産活動は十分な需要の存在を期待できない守この悪循環を打破するためには，広範囲の異種産業に
多少とも同時的に資本を使用しなければkらないことになる。もしもこのことが可能であれば，大部分の
産業は相互に市場を提供しあいながら発展を続けることができる．ヌルクセの言葉をかりれば，「バラン
スト・クロー冬を主張する根拠は，バランスのとれた食事の必要性に依存する3」のである。同様な見解
はローゼンシゴタイン・＝ロダンにみることができる。彼は，ヌルクセ以前に，「その地域に診けるすべて
の新産業を含むような十分大きな投資単位が作られるならば，その外部経済は相当大きい4」と。またそ
の後，「発展プログラムが成易するため価は，十分でないにしても，最少量の投資が必要であり，成功の
条件である5」としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　以上が，バランスト。グロース理論の概略である。ところで，この概念にはいろいろな問題点が含まれ
ていることが次第に明らかになった。この論文では，次のものについて検討したい。
　←）投資誘因欠如の意味　　　　　　　　　／1．
　C⇒’バランスの意味一水平的バランスと垂直的バランス。
　日　生産要素供給の問題。
　⑳）アンバランスト・グロース理論における最小市場規模
　9投資誘因欠如の意味
　バランスト。グロースの理論は，すでに明らかにしたように，「投資誘因の欠如」という認識に依存し
ている。したがって，この理論の妥当性を論証するためには∫「投資誘因の欠如」という命題が明らかに
されなければならない。この点についての反論は2つの点からなされている。一つは貨幣所得効果（W。
A・ルイス）6他は価格効集（J・シーハン）7を訟の鉛の問題とすることにょって，投資誘因’の存在を
主張している。
　　　　　　　　　　　D　まず，ルイスによれば，貨幣の循環過程で漏損が生じる結果，売上げが最初の投資を償うことができな
いという事実（有効需要の不足）に注目して，ごれを投資誘因の不足とみなしている。しかし彼は値方
に澄いて，開発途上国には漏損をうわまわる有効需要創出要因があり，現実には，むしろインフレに向か
う傾向すらみられるのであ・て霰面からみる限姻難はないという・これに対して・！レク・は次のよ
うにルィスの楽観的解釈を否定する。すーなわち，たとえ乗数的な所得波及が作用したとしても，有効需要
繭する蜂の弾力性が小さいのであるから・敵高の増大が望まれない以上・maイ…醗生する
だけでR質所得の増加は起bえない，8と。このようにヌルクセの場合は，市場va　k・いて交換に提供され
る供給物の有無といった実物的タームで問題としている。
　次にシ・一・ハンは資本収益率を投資誘因の指標としてとらえ，これが収益率に影響を及ぼす過程を追及し
ている。いま二財Xl，およびX2よりなる経済を考え，各財の価格をP、，P、，限界効用をU『P，U2，
とし，投資者が投資にあたって要求する最低資本収益率をRとする。また，はじめの状態が次のようであ
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ったとする。
　（1）Ul／Pl＝U2／P2
　（2）各産業の資本収益率はRに等しい。
　（3）各産業は不変生産費の法則に従う。
　この場合，X1産業の拡張が単独におこるならば，　X1の生産増加による所得の増大が生じ，したがって，
Xl　，　X2両商品に対する需要増大が生ずる。しかし，　X，の供給は不変であるから，　Ul／Pl＝U2／P2
を維持するためには，P1が下落しなければならない。　P1の下落は資本収益をR以下に引下げるであろ
うから投資家はXl産業への投資をひかえることになり，投資誘因の不足となる。どころで，価格が引下
げられたとしても，生産章がそれ以上に減少する場合には収益率はかえって高められるのであるから，こ
の場合には投資誘因は存在するわけである。ここで　シーハンは生産物の供給が増加しても，販売価格を
引き下げることによって，その売却を確保できるという前提に立つて議論を展開している。したがって，
ここでの問題は開発途上国での価格変化にともなう需要の弾力蜂がシーハンの考えるように大きいかどう
かに関連する。しかし，ヌルクセに蔚いては，そのような期待は存在しないのである。彼は開発途上国の
実質所得が最低生活水準に近い事＄9を注視しているために，こρ弾力性が極めて小さいとみている。こ
の場合，資本収益率を論ずる以前の段階において，すでに投資誘因は存在しないわけである。
　以上の考察に澄いて，ヌルクセのいう投資誘因欠如の意味を明らかにした。それは，有効需要の創出や
価格に対して非弾力的な所得zk準に澄けるもめであり，しかも実物的産出高水準と関蓮する問題であっ
た。したがって，このように開発途上国をとらえる限’aCその認識が特殊なケースであるというとらえ方
とは別に，資本形成の方策として極めて重大な意味をもつのである。
．（1）qP・Ki・d’1・berger：E・・’・・mi・D・v・1・・pm・n・t．1958・、P．149～150
　　坂本二郎他訳「経済発展論」P．256
（2）RNurks60P，　cit　，　邦訳　P．17～18　（3）1．bid，邦訳　P．10～2．0
（4）Pau1　NR・・en・t・in－R。d。a：Pr・b1・m・・f　I・d・・t。1i・ati・n。f
　　Eastern　and　South－Eastern　Europe　：　Economic　Journal，June－
　　S・pt・mb・r　1943・P．20才・（Th・E・・n・mics・f　U・derd・vd1・pm・nt
　　：edit・d　by　A・N・Ag・・war・and　P・N・Si・gh・0・f・rd　Uhiv。rSit’y　Pre
　　1968　P．251に再録）
（5）P・・IN・R・・e・・t・in－R・d・n：N・t…　fi’th・th・・ry・f　th。　Big
　　　　　）　　Push　　：Economic　Development　for　Latin　Ame　ric　a’，　Chapter　3，
　　edited　byH．S．Ellis　ahdH，C　．Wa　11ichP．57
（6）WAL・w．’i・s：Th・Th・・ry・f　E。・。。mi，　G。。wth，1　955，　P．275～276
（7）J・h・Sh・・h・n：1・t・rati・・1　Speci・lli・ati・…　d　th。　C。ncept
　　・fB・1・n・ed　G・・wth：Quarterly　J・urnA1・f　E。。㎜i。s，・M。y，1φ58
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　　P．186～87
　　麻田四郎　「後進国開発理論における　Balanced　Growth概念について」商学討究
　　1958年12月号　　P．52．～54
　（8）RNurkse　oP，cit，邦訳P．11～12　　（9）ibid　邦訳P．11～12
　仁）バランスの意味一水平的バランスと垂直的バランス．
　　，ヌルクセは投資誘因欠如＝需要不足が，開発途上国経済の各部門に存在していることを観察した。そ
　　れは一部門の拡張だけでは解消されるはずのものではなく，広範囲にわたる消費財の生産増加が消費
　　者選択の型と符号するように釣り合つて1はじめて解消するものであった。これは，次に述べる垂直
　　的バランスと区別するために水平的バランスと呼ぶことができる。
　　　ところで．需要面に澄けるバランスに対して，供給面に於けるバランスを考えているのは，フレミ
　　ングとルイスである。
　フレミングは，特定の産業が他産業の投入物の供給者として行動する事実に注目する。そしてこの場合，
ヌルクセ的な水平的外部経響以上の市場拡大効果をもつことを強調する。この事情をフレミングは次の
ように説明する。すなわち，消費財産業が拡大した場合，生産要素供給産業の市場の拡大，投資の増大を
通じて．生産要素の供給量は増大する。そしてその生産要素入手可能性の増加は，他の消費財に有利な影
響を．与える。したがって，そのような産業間の補完関係は，消費財産業の間だけで作用するばかりでなく．
生産段階を異にする産業の間においても作用する。そして多くの場合，そうした垂直的外部経済の伝達の
ほうが一層強力である3という。しかしこの場合，その前提となった消費財産業の拡張が簡単に起こるか，，
という疑問は依然として残るのである。ヌルクセは前にも述べたように，単独の産業ではその影響力は小
『さいとみている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ルイスのいう供給面のバランスはもう少し簡単明瞭である。農業の拡張と工業の拡張とは歩調をあわせ
なければならないというものヤある。もしも農業があまり先走るならば，農業部門では食料の過剰供給澄
よび余剰労働力が発生して食料価格の下落とともに，農業所得は下落し，農業の拡張は失敗しなければな
らない。工業が先走った場合も同じことがいえよう。これを需要側から観察するとどうであろうか。農業
と工業のバランスがとれていない場合には　一方の他方に対する十分な市場が存在しないわけであるから，
互いに改良が阻害されるのである5。
　以上で，ヌルクセの考えているバランスとは，「需要面での水平的バランス」であb，フレミングール
イスのそれは「供給面での垂直的バランス」を意味することが判明した。しかしながら，パランスト・グ
ロースの理論を実除に効果的に適用するためには，「需要面での水平的バランス」ばかりでなく，「供給
面での垂直的バランス」もまた必要なのである。したがつて，次節以下において供給面を検討してみる。
　（1）RNurkse，　oP，cit邦訳P．19～20　　（2）　ibid，邦訳P．19
　（5）M，FIemjng　：External　Economies　and　the　Doctrine　of　Balanced
　　Growth　：Economic　Journa1，June，1955　（The　Economics　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－440－・
　　Underdevelopment，edited　by　A瓦Agarwala　and　S　P．　Singh，Oxtord
　　University　press　1958　　chapter　4　　P．285～285に再録）
　（4）W．ALewis　op　cit，　P，276～278
　（5）R・Nu・k・e：Ey・・ilib・i・mand　G・・wth　in　th・W・rld　E・・n・my：
　　　1961　P．251　邦訳「世界経済の均衡と成長」　河村鐙男他訳
　∈）生産要素供給の問題
　　ここでは，バランス5。グロースの理論が経済学的見地から実行可能であるかどうかについて検討する。
その可能性を規定するものとしで生産要素の供給条件をあげることができる。
　フレミングは，生産要素の供給に限度がある場合，パランスト・グロースの理論が実行不可能であるこ
とを説明する。すなわち，多少とも同時的に大規模企業が設立されるならば，その結果生産要素の奪い合
いが生じ，相互に他産業の拡張を阻害することになる1。
　フレミングのこの主張は，生産要素価格の変動という形で，シーハンにうけ継がれる6前述（第2章
第1節）の記号を用いれば，シーハンの論旨は次のようである2。
　まず　各産業の資本収益率がR水準にあるものと仮定する。もし艦産業の拡張が行なわれ，しかも生
産要素の供給が一定であるkらば，生産要素価格したがって各財の生産費は騰貴し，資本収益率はR以下
に下落する。それは最初の拡張の失敗を意味する。また，各財の相対価格はそれぞれの生産係数に応じて
変化する。もし各財の相対価格の変化が起るならば，相対的価格不変を仮定するヌルクセ的バランスト。
グロースの意味はそこなわれる。したがって，生産費が相対的に低下する産業に対する集中的投資が望ま一
しくなる。ヌルクセは，相対生産費の変化によって起る各種の制限澄よび可能性を無視するものである3
と。
　また，「投資実行能力」（The　Ability　to　Invest）という特殊な生産要素を摘出し，～：れt
が開発途上国に欠けているために，バランスト。グロースの理論は決定的に不可能であるとしたものにハ
ーシュマンがいる。投資実行能力とば貯蓄を利用可能な生産的投資機会に流し込む能力」4のことであると
いってよい。彼は，パランスト。グロースの論者が開発途上国のもつ潜在的素質に対して敗北主義的態度
をとる一方，バランスト・グロースの創造能力に非現実的な期待をかけている5，と批判する。そして，
バランスト。グロース理論批判の根本として，それを現実に適用するには，膨大な量の企業者能力，経営
能力が必要碧，というのである。　『　　　　　　　　　　　　　’
　このように主体的な生産要素はバランスト・グロースとの関連でヌルクセの全く顧慮しないところであ
った。彼は，バランス投資に必要な資本をどこで調達するかということは扱っていなかった。彼は資本供
給の増大が当然のことであると仮定して議論を展開していた。すなわち，「パランスト・グロースは，資
本供給が無限の場合の経済発展va　teけQひとつの演習なのセある7」と。もちろん，フレミングはこの解
答に満足しなかった。彼は・たとえ資本供給の弾力性をヌルクセが仮定していたとしても，生産要素供給
の役割をもっと体系的に分析すべきだ，と反批判している8。
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　　この論争を通じて．フレミングの問題提起の意義は十分認められた。！くランスト。グロースの理論とい
えども，決して生産要素供給の役割を無視してよいということはできない。垂直的バランスト。グロース
はまさにこの認識に立つものであった。こうしで生産要素の供給条件を明示的に導入するとき，バラン
スbeグロースの理論が妥当する領域は著しくせばめられることになる。
　　しかし，もしも生産要素の供給が弾力的であるならば，ヌルクセ的パランスト・グロースの立場が強く
なることに注意すべき．である。そしてまた，その理論が意味をもちうるということと，経済的に実行可能
であるということとは別の次元での議論であることに注意すぺきである。バランスト・グロースの理論は
依然として重要な意味を含んでいるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　（1）M・Fleming　，　oP，cit，　P．280～281・（2）　J、．S，heahan，oP．citP，189～
　　　190
　（5）　ibid，　P．190
　（4）A・O・Hi・・hm・n，：Th・St・at・egy・f　E・…mi。　D。v。1。pm。nt，：
　　1958　　小島清監訳「経済発展の戦略」｝昭和56年　P．64
　（5）ibid．，邦訳　R92　　（6）　ibid．，邦訳．P95
　（7）R．Nurk8e　：E，yui！ibi・um　and　Growth．，P．　250　邦訳　P．288
　（8）M。FIeming，　：Rejoinder　to　Professor　Nurkse　：Economic
　　Journal　，　September　1956　P．537～539
　⑳　アンパランスト。グロース理論における最小市場規模
　これまでパランスト・グロース理論に関する批判をとbあげることによって，・その概念を明確化してき
た。なるほど，供給側の条件をもち出す限り，アンバランスト。グロースの提案を認めることができる。
しかし，これを需要側からみる場合，疑問はない牟ろうか。ここでは　この問題について検討する。
　づランスト。グロース理論の批判から一歩前進して．アンパランスト・グロースの理論の優位を積極的
に主張するのは，ハーシュマンである。彼によれば従来の文献は，一般に，開発途上国の経済を極めて
非弾力的ltものとみなしすぎている・しカ・し，　t6ような議論は・・一シ。マンのみるところどうも納得で
きないものである。金や外国為替の保蔵，奢修的消費を考えれば，開発途上国において必ずしも資本供給
能力が欠けているとはいえない。また，企業雰精神に乏しいとも，技術習得能力に欠けているとも考えら
れないし，また，かれらの欲望は不変であるときめこむことも事実に反する。だから，開発途上国にも発
展能力が不＋分ながら存在あるいは潜在して妬と考えるべきである．これが経醗展に結びつけられな
いのは，その過程を分析し，その作用を強化する手段がみあたらないからである1。
こうして・ nシーマン髄鎖反応的簸をひき出す契機として・外部ua・技術面瀬面の舗完
性デモンストレーシヨン効果をあげ，さらに社会緊張とか政治圧力のような非経済的要因をあげている
2・しかし・kのよう雄醗展観が，開発途上国問題にどのよう傾献できるであろうカ、．ここでは，
投資基準のみをとbあげて検討する。それk限られた資源を多数の事業にどのように配分したらよいか
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という問題である。これまでの文献では，A事業とB事業とのいずれを選択すべきか，という二者択一の
形で論じられてきた。しかし，ハーシュマンによれば，もう一つ問題がある。それは，両者を同時に実施
することが資源の制約上不可能な場合，いずれを先に実施すぺきかという問題である。この場舎，アンバ
ランスト’グロースの考え方が役に立つ。すなわち，A→BかB→Aかの選択は，　AがBをひき出す力の
強さとBがAをひき出す力の強さとの比較によって決定される。実施せられるべき事業が多数存在する場
合には，その実施順序は先進事業の後続事業をひき出す力が全体として極大となるようにすればよい3と
いう。このほかにも，ハーシュマンは，間接資本投資への重点投資などを説明することによって，アンパ
ランスト・グロースの理論を展開している。
　以上で明らかなように，ハーシユマンのいうアンパランスト・グロースは，実際には垂直的バランスと
ほぼ同様の産業間の連環効果をねらったものである。したがって，この場合，最終的な消費財需要の大な
ることを十分期待しているものであるといえる。ヌルクセが供給の弾力性を仮定していたというならば，
このハーンユマンの場合は．需要の弾力性を仮定していると匝ってよいだろう。なるほど，一工業の拡張
は所得と支出への影警力をもち．他の工業をも拡張させる傾向をもつことは事実である。けれども，他の
諸工業が外部からの刺激の受動的な受手にすぎないならば，その規模が十分大きなものでない限り，それ
らの工業の拡張は遅く，不確実なものである。しかも，その緩慢ざと受動性とは，逆に最初に拡張を開始
した産業を停滞させ，不活発にするであろう。簡単にいえぱ，活動的な部門は受動的な部門を引上げる傾
向をもつ反面，受動的部門が活動的部門を引きもどす傾向をもつことも等しくいえる4のである。
このように、アンバランスト・グロースの理論といえども，その発展誘発力の大きさについては疑問が残
っている。さらに，アンパランスト・グロース論は，必ずし．もヌルクセのいうような投資誘因の欠如の問
題に適切な解答を与えているわけではない。すなわち，所得がブライk・メカニズムの作用を許さない程
低位にある経済に澄いては，垂直的パラ！スはその効果を失うのである。したがって，すくなくとも封鎖
体系に澄いては，開発の拠点を形成し，アンバランスト・グロ・一スを実現するには，開発の着手時に国内
生産を可能とするような「最小の経済的規模」が必要なのである。
（1）A．O，Hirschm・n・P．・it．，邦訳P．37～48
（2）ibi・．，・h・pt・・5．（5）ib至d．，。h。pt。。5．
　（4）R・Nurkse　：Eyuilibium　and　Growth．，P．316　邦訳　P．362～365
臥．開放体系に嶺けるバランストrグロー？・理諭
　こ＃までの議論は，その領域を封鎖体系に限定していた。ここでは，視野の開放体系に移してそのk・の
tsのを検討する。この場合には，投資誘因に関連して新しい2つの問題＿すなわち，輸出および輸出代
替一槻出される・これは，アン・・ランスト・グ・一ス幽の拠点と効うるもので，要素供給条件va
よって制約されたパランスト。グロース理論にかわる発展プロセスを与える可能性を十分含んでいる1。
　ここでまず，輸出について検討する。開発途上国の輸出は，海外需要に依存する。海外需要は，国際市
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場の大きさからみてその価格弾力性は十分高いと期待できる。また，輸出品の供給増加がその価榴（影響
する度合も小さいであろう。したがって，狭陰な国内市場とは異なり，輸出部門には投資誘因が存在する
とみることができる2。ただ，開発途上国にとって期待される工業部門の輸出産業化が発展の初期から期
待できるかどうかに疑問が残る。開発途上国にとっては，一般に繊維製品のようなより加工度の低いしか
もより簡単な種類の製品を輸出するez　Eで満足しなければならない。ところが，原則として，これらに対
する総需要は急激には増大していない。また，輸出が海外需要に依存するということ自体が，経済をそれ
にたやすく順応させる能力の乏しい開発途上国にとって，不確実性を意味している。
　次に輸入代替の可能性について検討する。開発途上国に澄いて，輸入需要が存在することは，それと国
内品を置き換えることによって発展のプロセスが可能となりうることを示している。ハーンユマンによっ
て強調されたアンパランスト。グロースは，その領域を開放体系に転ずることによってはじめてその有効
性が示される。彼は，最初の投資が継続的投資に対してもつ補完的効果を重視している。そして，投資と
而場との関連から．発展の拠点が最終消費財の輸入代替に求められるべきだとしている3。最終消費財が
国内生産されるならば，次第に中間財，基礎財の輸入も置き換えていき．前向き，後向きの両連環効果が
作用して，経済の動態的発展が可能となるというUyである。
　このように，開放体系の場合には、．ア；’パランスト・グロースの理論の可能性が生じてくる。しかし，
この場合にもまた，置きかえらるべき開発途上国の輸入需要が，はたして関連産業の拡張を刺激するか否
か，という疑問は依然として残っているのである。もしも，その輸入需要が小さい場合には，誇そらくア
ンバランスト。グロースは失敗するだろう。したがって．これが成功するためには，次のいずれかの条件
が必要である。
　①輸出収益が相当大きい場合
　②　輸入代替が相当大きい場合
　③輸出収益と輸入代替が上記の場合に等しくなること。
　このような条件を満たす開発途上国はどれだけ存在するであろうか。開発途上国は一般に，世界需要が
拡大して，自らの経済発展が外界から誘発されることには，もはや頼ることはできない4のである。ヌル
クセが，アンパランスト。グロースを棄却した理由もまたここにあるとみられるのである。
（1）村上敦「均衡的成長と不均衡的成長」国際経済学会編：国際儲第11号P255～256
’（2）A，Lewis　op．cit，　P．276～278
　（3）A・0・Hirschman　oP．cit，　邦訳　P．207～216
（4）R・N・・k・e：E騨libli・mandG・・wth．，P．2・4ア邦訳P、2・8・4　・
4．結　　　　論
　これまで説明してきたように，バランスト。グロース理論は，投資誘因と密接に関連している。それは
開発途上国を，価格に対する需要の弾力性が極めて低い国であるととらえる限り，この理論は資本形成の
方策として意味をもっている。これに対して，アンパランスト。グロニス理論は，その領域を封鎖経済か
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ち開放経済に移した場合，可能性を見出すことができる。しかし．一般的にいえば，開発途上国の輸出に
対する海外需要の増大が期待できない現状では．若干の困々を除いて急激な拡張は不可能であろう。した
がって，この場合，国内市場が確保されねばならない。また・この理論の示す発展誘発力は，価格に対す
る需要弾力性のある国々では，確かに有効である。そのような発展段階の進んだ国々では，パランスト・
グロース論は妥当しない。バランスト。グロース論が妥当するのは封鎖体系においてであり，しかも所得
水準がプライス。メカニズムの作用を許さないほど低い場合だということができる。
　さらにまた，生産要素の供給条件から，アンバランスト・グロースの理論を現実的提案としてとらえる
ならば，一方のバランスト。グロースの理論は理想的提案とみることができるだろう。
?
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